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◇研究目的 

  本分野は，病態の生化学的研究を行うとともに，和漢薬を含む種々の薬物の病態に及ぼす効

果を生化学的，免疫学的，あるいは遺伝学的に研究することを目的としている。 
 和漢薬を中心に，構造の明らかにされた成分あるいは化合物を用いて，種々の病態に有効な

薬物の探索とその作用機序を分子レベルで解明する。「証」といわれる病態変化／症候を遺伝子

工学的，免疫学的手法等を駆使してその遺伝的背景を解析し，薬物の効果発現との関連性から

その科学的基盤を解明する。現在，がん，免疫疾患などを中心にして検討を行っている。 
  

◇研究概要 

Ⅰ）がん免疫応答の役割解明と創薬への応用 

 1)  ナチュラルキラー（NK）細胞のバイオロジーとがん免疫応答における役割の研究 
 2)  炎症性免疫応答とがん進展に関する研究 
 3)  がん特異的免疫応答とがん進展に関する研究 
Ⅱ）がんの増殖・転移機構の解明とその制御 

 1)  がんの増殖・転移のバイオロジーに関する研究 
2)  がんモデルにおける in vivo リアルタイムイメーイングに関する研究 
3)  がん転移・悪性化進展制御に関する研究 

Ⅲ）和漢薬・漢方薬と免疫に関する研究 

 1)  和漢薬による免疫疾患（アレルギー・炎症）の制御に関する研究 
2)  和漢薬成分によるがん転移制御・免疫制御に関する研究 
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 18) 横山悟、早川芳弘、櫻井宏明. CDK2/9 阻害剤 Dinaciclib による BAK を介した抗悪性黒色
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◇共同研究 

国内  
 1) 向田直史：金沢大学がん進展研究所 共同研究課題「炎症性がん微小環境の NK 細胞に

よる制御機構の解明」 
  

◇講義 

 1) 早川芳弘：富山大学薬学部「免疫学」 
 2) 早川芳弘：富山大学薬学部「東西医薬学」   
 3) 早川芳弘：富山大学薬学部「和漢医薬学入門」 
 4) 早川芳弘：富山大学医学薬学教育部博士後期課程薬科学専攻「国際医薬学特論」 
 5) 早川芳弘：東京大学薬学部「がん細胞生物学」 
 6) 早川芳弘：富山県立いずみ高等学校看護学科講義  
 7) 早川芳弘：富山市民大学 「生活医学薬学を学ぶ」 
 8) 早川芳弘：富山市民大学  「特別講義：からだを守る免疫のしくみ」 
   

◇研究費取得状況 

 1) 平成 31 年度 文部科学省科学研究費 新学術領域 「予防を科学する炎症細胞社会学」(分

担：早川芳弘)「ケミカルバイオロジーを用いた炎症性疾患に対する分子標的予防研究」

（2017. 08. 01〜 2022. 03. 31） 

   

◇研究室在籍者 

 学  部  4  年  生  ：山前結,  山口翼 
 大学院修士 1 年：関戸景子,  平田卓也,  菅原美紗, 大島佳代子 
 大学院修士 2 年：新宮領勇輝,  Sisca Ucche,  Gorrepotu Dani Susmitha 
 大学院博士 2 年：藤原俊幸,  Shin Min Kyoung,  Amira Abdellatef Ahmed (10 月入学) 
 大学院博士 3 年：徐小鴎/Xu Xiao’ou  (10 月入学), 梅山凛,  宮里紀穂 
 事 務 補 佐 員：浅里かおる 
 協  力  研  究  員：Marija Mojic  

        済木育夫 
        佐々木史 
        網のぞみ 

 外国人客員研究員：Besse Harianti (Sekolah Tinggi Ilmu Farmasi Makassar) 
Sutthaorn Pothongsrisit (Chulalongkorn  University) 
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◇学位（修士，博士）取得者 

 博士論文：令和元年 3 月 
  徐小鴎/Xu Xiao’ou： 
 修士論文：令和元年 3 月 
  新宮領勇輝：がん転移に関わる転写因子を制御する脱ユビキチン化酵素の同定 

Sisca Ucche：がん転移に関わる転写因子を制御する脱ユビキチン化酵素の同定 

Gorrepotu Dani Susmitha：がん転移に関わる転写因子を制御する脱ユビキチン化酵素の同

定  
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